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はじめに

在日ブラジル人コミュニティでは、ポル トガル語と日本語の接触による

彼ら独自の変種を観察することができる。その一つの特徴が日本語からの

語彙借用である。移民集団による言語転換は一般的な現象であるが、その

過程において、定住化傾向にある在日ブラジル人が両言語を混合 し、その

子弟たちが母語も日本語の言語能力も十分ではない「ダブルリミテッド」

の状態に陥るという問題が深刻化 している。これまで、日本に居住するブ

ラジル人をめぐる言語研究は社会学の視点からなされてきたものがほとん

どであり、これらの研究はほぼ成人を対象にしたものであった。日本社会

への同化のための日本語教育やアイデンティティー確立のための母語維持

の重要性が注目される近年において、若年層の在日ブラジル人の日本語使

用を社会言語学の観点から分析 した研究は極めて少ない。

本稿では、日本のブラジル人学校に通う生徒の日本語使用の中でも語彙

借用に注目し、借用語のポル トガル語への形態的統合における変異パター

ンを分析するとともに、借用の生起理由を言語内・外的側面から考察する。

新語形成の基準との比較を通して借用語の言語的構造の特徴を明らかにし、

そして彼らの日本語使用において借用の選択を決定づける要因から借用の

生起過程の解明を試みる。
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I 資料

1 研究対象者

本稿の研究対象者は、エスコーラ・アレグリア・デ・サベール Escola

Alegria de Saber豊 田校 (以下、EASと 記す)に在籍する 5年生から10年

生までのブラジル人生徒101人 (男 子生徒51人、女子生徒50人 )で ある。

彼らは、来日時においてはわずかな日本語能力しかもっておらず、現在に

至っても6割強の生徒は日本語をわずかにしか理解できない状況にある1)。

来日前の日本語の習得方法に関しては、半数の生徒が家庭内や職場などの

教育機関以外で言語接触を通して獲得 しているD。 来日後の正式な機関で

の日本語学習も、ほとんどの生徒は当校での週 1回45分の授業だけである。

つまり、彼らはプラジル人コミュニテイ内で同母語話者の日本語を耳から

模倣し、それを習慣化させている。このように「実生活」環境での習得は、

ある程度のコミュニケーションの成立が目標であるため、不完全な言語知

識の習得のままで満足し、結果としてその変種は化石化する可能性は高い。

従って、借用語の変種パターンの解明は、彼らが日本語学習において両言

語の構造的な違いをメタ言語的に気付くことができるという点からみても

意義あるものである。

2 資料

本稿のデータは、筆者が当校においてスペイン語を教えていた2005年 4

月から12月 にかけて、学校内での生徒の言語運用の観察と彼らとの自然談

話、そして彼らに実施した日本語借用に関するアンケートとインタビュー

から得たものである。インタビューでの設間は、「先週末に何をしました

か」、「夏休みは何をするつもりですか」など日常生活に関するものである。

また、アンケートの回答のほとんどがローマ字で記入されていた。用例の

表記方法としては、アンケートの回答はその表記を抜粋してイタリック体

で記す。インタビューや観察参与により確認された例はカタカナで記す。

「 」内には日本語訳を記す。
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3  Lexical Borrowingと Code Swttching

本稿で借用語を扱う意図を明確にするうえで、言語接触により生じる代

表的な2つ の現象であるLe対cal Borrowing(「語彙借用」、以下 LBと 記

す)と Code s宙tching(「 コー ド切 り替え」、以下 CSと 記す)を定義づけ

る。多 くの学者たちは、CSは 1つの発話での 2つ以上のコー ドの使用で

あり、LBは L2の語彙アイテムが Llに ある程度音韻的・形態的に同化

したものであると区別しているが、その同化の基準にはぐらつきがある。

本稿では、両者の区別を話者の言語能力と借用語の言語的統合の程度を基

準にして以下のように定義する。

(1)モ ノリンガルによる使用

LBは、L2の語彙的アイテムが Llの談話においてLlの形態と統語的

規則に従い、一つの文法システムのもと使用されている語彙である。一方、

CSで は各々の一言語の断片は一つの言語において語彙的、形態的、統語

的に正 しい。つまり、LBと は、Llの文法の「わく」の中への L2の語彙

のはめ込みであり、言語能力の乏しい話者でも用いることができる手段で

ある。そして、CSは Llと L2の文法システムの知識を持っている話者

が目的に応じて言語の二者択一を行う手法である。

(2)言語的統合の程度

言語的統合に関して、CSと LBを 区別する絶対的な決定基準はないが、

言語的同化の程度は CSに比べ LBの方が明らかに顕著である。従って、

本稿では、LBと は日本語がポル トガル語に転移され音韻的・形態的・統

語的統合が行われた語彙であり、CSは言語的統合が認められない語彙の

使用 と定義する。単一単語の CSと LBを 区別することは困難である力部)、

形態的統合が行われていない単一単語のうち音韻的統合が認められたもの

を借用語として扱うことにする0。
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表 1 形態的統合が生起 した名詞

接尾辞の添加 ・pαιづπご%θ
`り

「パチンコをする人」←pathco+― e±o(語彙の行為者

を意味する)

°ιa702bθ 2αι「田んぼ」←tan■bottzt―al(作物が栽培される場所を示

す)

縮小辞 と増大辞

の添加

bα加焼〃‰一bakattzinha「 おばかさん」

ιづbをれたん一山諄加ふo「おちびさん」

トーメイジーニヤ←tomei+― z血ha「距離の短い東名高速」

を減 解αO←haka+zao「 ど田舎」

ハデゾナーhade+zona「 大変派手な人」

混種語 ・滋ん0ルgπ発←nihon(go)十 (portu)guos「 日本語とポル トガル

語の混用」

Ⅱ 形態的統合

1 借用名詞に添加される接尾辞

借用名詞の語形成はポル トガル語の派生形成に従つており、日本語の意

味に対応するポル トガル語の接尾辞が添加されている。表 1に示したよう

に、表現を補強するための縮小辞や増大辞の使用も観察された。特に、愛

称や軽蔑表現として用いられる縮小辞の転移は、他の多 くの言語にも認め

られる手法であり注目すべき現象である。

1)Vou chegar rapidO,pOrque vou pela トーメイジーニヤ.

「私は (距 離の短い)東名高速を使 って行 くか ら、早 く着 くで しよ

う。」

2)Estas melllnas sao llma ハデゾナ.

「この少女たちはとても派手です。」

2 借用動詞の語形成

借用動詞の語形成には2つのタイプがある。ひとつは、ポル トガル語の

「～する」を意味するfazerを 助動詞として使用 し、日本語の名詞をその

目的語として混用する迂言的用法である。もうひとつは、日本語の語彙と

ポルトガル語の活用語尾を形態的に統合させた形式である。
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(1)「fazer十 日本語の名詞」の迂言的用法

この形式は、借用動詞を形成する一般的な現象であることは理解できる。

3)Faz llm ο%cgαづpra lrm?

「お願いがあるのですか。」

4)Por que vOce fazヴじ
"α

?窃 pra(=para)rrm?

「どうして私に意地悪をするのですか。」

その他の用例として、「fazer+(bαじιο,たれたθり,gοんαη,ο sttφ ,2αηg2ινο,

かたグゲ、シュクダイ)」 が観察された。

(2)「語幹 (日 本語)十 語尾 (‐r)」 の形態的統合

日本語がポルトガル語の新語形成における形態的規則に従い統合された

借用動詞の確認された形態は11例 と少ないが、借用動詞の形成パターンに

は規則性が見られ、「日本語十ポルトガル語の活用語尾―ar」 と分析して表

2に まとめた。

5)θ銘泌αιθづα nos estudos。  「勉強をがんばりなさい。」

6)Vai faze(=fazer)o quO,υαんαιO%?「何するつもりですか、わかっ

た ?」

Ahm,ωαたαιθり,acho que nada,nande?

「あ～、わかった、何も (し ない)と 思う、なんで ?」

動詞の構造上の類似性が高い言語間であれば借用の生起は促進されるが、

ポルトガル語と日本語のように言語構造の異なる言語間ではどのような変

異パターンが存在するのか。まず、語尾について分析すると、確認された

借用動詞の語形11例 のうち、活用語尾として一証が使用されているものが

10例 、一erが 1例 であった。一arは最も造語力があり、前節要素を動詞化

するため、ポルトガル語への他の言語からの借用語においても最も多く用

いられている。例えば、ハーモン (Harmon 1994)で 紹介されているポル

トガル語におけるフランス語と英語からの借用動詞は、「名詞+―ar」 の形

式で構成されている :blefar← blefe+― ar,d五blar←drible+― ar,plugar←
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表 2 形態的統合が生起 した動詞

活用形 (確認された語形) 不定詞 (左記の活用形から導かれた語形)

gαπbαιl珍り,σαπbαι,α

gaπ bαιt乙 ,gα胤わαιづθ

gambatiar (gambati [rsl"lf- al +-ar)

gambateondo gambatear (gambate [isl"lf. 1J *-ar)

go,rnbatedo, gambateiar (gambate lirA,lfo a] *-iar)

gambatendo gambater (gambate [isl"lf- (l *-er)

(そ の他…θαπわαιをα7oo,たα,zbαιθり)

(単純語…θαπbαιらθαπbαγらθαπ♭ttte)

wakatei, wakatou 
I 
wakatar (wakata lhrt'c /:-l *-ar)

(単純語…
"α

たαιれ υαたαια)

tsukarete'i, tsukaretad,o, I tsukaretar (tsukareta 7yftX1ft) +-ar)
tsukareto I

(単純語…ιsz施貿ια)

tadaime'i,
l mdanT_lI望11聖l愛

いま
1_+I→

(単純語…ι伽Jαをma7)

んを常 ιθt htttar(kimeta「 決めた」+―ar)

ドロベイ 1空望三望里I壁」_上I翌

(そ の他…αοttbαあαOttbαをιO)

ハンタリアー ド hanta五ar(hanta五 「反対」+― ar)

kensado kensar(kensa「 検査」+tr)

plugue+― ar。 同様にワインライヒ (1976:93)も 、「アメリカのポルトガ

ル語に借入された英語の動詞は、通常その第一変化にしか配置されない」

と述べ、例としてchttar(to change)と jarnpar(tojamp)を 挙げている。

次に語幹の語形を見てみると、言語構造上の類似性の高い言語間では不

定詞が用いられることが多いが、日本語がポルトガル語に借入される場合

は以下の品詞の形態で挿入される (動詞 3例 〔このすべてが「た形」〕、名

詞 3例、間投詞 2例 )。 名詞と間投詞は独立語としての性質が強いため、
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受け入れ言語に取 り入れられやすい。これは、同属言語から不定詞が語幹

に挿入される理由と一致する。動詞「た形」に関しては、その使用頻度の

高さが関係していると考えられる。久山 (2000)は 、ブラジル日系一世の

使用する日本語におけるポルトガル語借用の研究において、動詞として取

り入れる場合にポルトガル語の三人称単数現在形に「～する」を付加しサ

変複合動詞をつくる (ア ジューダする←巧uda+「 ～する」)と 紹介してい

る。そしてポルトガル語の三人称単数現在形を用いる理由として、この活

用形の使用頻度の高さを挙げている。本調査のアンケート結果でも、単純

語としてωαんαι協 と促音が省略されたωttαια,θ銘泌αιιθとθαπbαιθ等

が確認されており、各借用動詞で観察された単純語とその語幹の語形が一

致している。つまり、日常よく使用される語形が語幹に埋め込まれ借用語

を形成しているのである。

唯一、「がんばる」を意味する借用動詞 galnbatiarは 、確認用例数が多

いにもかかわらず、その語幹と単純語gambat(t)eの 語形が異なっている。

語幹の galnbat(t)eの eが iに なる理由として、二つの語 (根)が合成す

る際に最初の語の語尾の母音が iと なり接中辞の働 きをすることがあるた

め (sacconi 2001:92)9、 gambat(t)eの eが iと な り活用語尾―arを 結

び付けていると説明できる。また、「がんばる」を意味する動詞の語形が

4タ イプ観察されたが、ポラック、サンコフ、ミラー (POplack,Sankoff

alld Mi■ er 1988)が述べているように、このぐらつきはバイリンガルが源

となる言語の素材を忠実に再現しようとするため、コミュニティの他のメ

ンバーのパターンから逸脱することに起因しているのではないか。確認さ

れた用例数が 3例 と最 も多いgambatiarの 語幹θαπbαιOと 比べ、 1例 ず

つ見つかった gambatear2 gambateiar2 gambaterの 語幹は日本語の「がん

ばつて」により言語的に忠実であると解釈することができる。しかし、後

者の 3つの動詞の使用者のうち 1人は日本語知識が乏しいと答えており、

話者の言語能力との関係は証明できない。
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表 3 借用名詞の文法上の性

共起する品詞 男性形 女性形

冠 詞 θO%b`ηを,gtt00,gO%ιθπ,んα32α ?´α,んOπ
,

れαんα3aめ ,ノatcθ ,んθ
`ι

αOた%θtι説,解鶴
,

η%んαo,“αじια,sθα
`/sot″

o,stιρα,

ιαηbttαι,ιοり昭,オ フロ、オグガミ、

カラオタ、2ωエン

bakaa'inha,

h.adezonn,

tibiai,nhn,

tom,e'i,z'inhn,

所有形容詞 aho , baka, kaban , kei,tai, key bαλα

3 文法上の性決定

借用名詞と共起する冠詞および所有形容詞から各語彙の文法上の性を判

別し、表 3に まとめた。

名詞の性決定の基準は、無標の性である男性と判断するという原則に

従つており、形態的要素はあまり重要視されていない。女性形として判別

される形態的特徴である語尾が一aで終わる語彙が確認されたが、すべて

男性形として用いられている (ん磁れ電 ,ra/づια)。 その理由としては、借用

語に対応するポル トガル語 (o cinze廿 0,o isqueむ o)の性別が採用されたと

する解釈も可能であるが、容認度の低い語彙であるため0無標の性である

男性形として判別されたと考えるほうが自然であろう。

しかし、借用語に女性形の接尾辞が添加された場合は女性形と判断する

確率が高い。例えば、bαん熊効 α,ιじ流れ″れ,ι銘
“
たれんα,んαα

“
οηαは女

性名詞として用いられている。

4 統語的統合

借用をCSと の区別により定義 したように、本調査で認められた借用語

は統語的にもポル トガル語へ統合されている。ポル トガル語の基本文型 S

十V+Oの語順も、慣用句的に用いられる「動詞十前置詞」の組み合わせも

変わつていない。

7)θ銘
“
π pela demora.「 遅れてごめん。」

8)Estou meio%"協 j.「私は寝 りかけている。」
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9)ワカノタ isso?「 それ分かった ?」

10)Ⅳ勧幌 fazendo?「何をしているの。」

7)、 8)、 9)はポル トガル語の統語規則に完全に従っている。10)に

関しては、慣用表現として用いられているが、ポルトガル語の構文として

繋辞動詞 estarが欠如 している。ブラジルでは、estaを ti、 vOcOを coの

ように語彙を短縮 して用いる現象が起きており、10)も 文全体を短縮する

ために意味内容の乏しい繋辞動詞を削除していると考えることができるが、

ブラジルにおいて“O que fazendo?"の ような繋辞動詞を省略する使用が認

められていないことから、本稿において明確な説明はできない。

注目する点としては、neの挿入が挙げられる。この語彙は、確認や同

意を乞うために用いられる日本語の間投助詞「ね」もしくは同等の機能を

もつポル トガル語で付加疑間を作る nё (=哺o6)の二通 りの解釈が可能

である。ブラジルの日系二世 。三世はポル トガル語を話す際にn6を 多用

する傾向があり、これは日本語の影響であると考えられているが、本調査

のneの使用は %θんでの表記が認められたことと限られた語彙とのみ共起

することから、日本語の「ね」を用いた定型化 した表現であると理解でき

る。

11)Ah!Gο l%θ ?z ηθん,eu tava ocupada.

「あっ、ごめんね、私は忙しかったの。」

12)五πgαιο%び por ter fe■o isso。 「それをしてくれてありがとうね。」

他の定型化した表現として、所有形容詞 (間投詞的用法も含んでいる)

を用いた例を紹介する (Nossa g銘
“
物。「あっ、ごめん。」、seu/Sua bα λα!

「バカ !」 )。

5 混種語・翻訳借用・借用シフト

在日ブラジル人生徒の日本語借用において、先に紹介した混種語 1例

(πじ加%g%お )と 、翻訳借用と借用シフトがわずかではあるが観察された。

13)Vou entrtt no ψ 筍。「私はお風呂に入ります。」
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14)O meu bra90 ta(〓 esta)じιαじ。「私は腕が痛い。」

13)の 「風呂に入る」はポルトガル語ではtomar banhoを 用いるのが普

通であるため、entrar emの 使用は日本語「～に入る」の直訳であること

がわかる。14)の 「～が痛い」の用法は、ポルトガル語では同じ意味を表

す estar cOm dor de ～が存在するため、「estar+形 容詞」の構文は日本

語の「主語十繋辞動詞十形容詞」の影響であると考えられ、少なくとも統

語的に完全にはポルトガル語に統合されていない。

また、意味的に広がつて用いられる単純語の使用が確認された。

15)Quem ё osοαづん(μ htte?「今日の掃除当番は誰ですか。」

16)Esta cancao ё muitO カワイイ。

「この歌はとてもすばらしい。」

17)O tempo de hqe 6 muitO ヵヮイイ.

「今日はとても天気がよい。」

18)At6 para fazer メンセツ ё ムズカシイ.

「さらに面接試験を受けるのは、つらいです。」

15)の sοαOたげじの意味範囲は日本語の「掃除」より広 く、日本の学校

で毎日行われる掃除を担当する生徒を意味する「掃除当番」まで含んでい

る。EASでは生徒が授業後に教室を掃除するが、このブラジルには存在

しない習慣を表現するためにsοαじた″りを借用し、本来の意味を拡大させ

用いている。16)と 17)の 「カワイイ」は、この日本語に対応するポルト

ガル語 bonito/aが もつ「すばらしい」や「よい」の意味で用いられている。

同様の現象が成人に対して行った日本語借用語に関するアンケート結果で

も確認されておりつ、18)の 「ムズカシイ」はこの単純語に対応するポル

トガル語 dlclが意味する「つらい」を表現している。これらの用法が個

人的なものなのか、コミュニテイ内で定着しつつあるものなのか、つまり

誤用か借用シフトかの判別は本稿ではできないが、日本語「かわいい」と

「むずかしい」の普及度が高いことから0、 日本語習得の観点からも注意

して見ていかなければならない現象であろう。
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図 1 品詞別借用度

囮 名詞45.8%(6Cl例 )

□ 間投詞23.7%(31例 )

□ 形容詞18.3%(24例 )

日 動言司11.5%(15例 )

□ 副詞0.8%(1例 )

外来語とは異なり混種語、翻訳借用、借用シフトが少ない理由として、

久山 (1999)が指摘しているように、地理的要因が大きく作用していると

考えられる。在日ブラジル人による日本語借用は、与え手側言語と受け手

側言語の使用場所が一致 し、同文化においての使用であるため、文化的

ギャップを埋めるために混種語、翻訳借用、借用シフトなどの操作を行う

必要がないからである。

Ⅲ 借用度と容認度

1 品詞別借用度

品詞別に借用度を分析 し、それぞれの品詞の言語的特質と借用との関係

を明らかにする。

ポラック、サ ンコフ、 ミラー (Poplack,Sankoff and Mi■ er 1988)を は

じめ多 くの言語学者は、“borrowabmty"(借 用度)の最 も高い品詞として

名詞を挙げている。名詞は独立語としての性質が強く、受け入れ言語に取

り入られやすいためである。当調査の結果も同様のものであった。図 1に

借用された語彙の品詞別借用度を示す。( )内 に確認された用例数を記

す。
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(1)間投詞

本調査の結果では、間投詞の借用度の高さが際立っている。間投詞も名

詞と同様に独立性が高 く、形態として未分析なまま受け入れ言語に取 り入

れられやすい。本稿で使用する間投詞とは、感動や応答・呼びかけ・挨拶

を表す語で、活用がなく単独で文になるものを指す。そして、名詞や形容

詞などから転用 され間投詞 として用いられている例 も含む。例えば、

“Fazendo ttωαJ?"の 協ω磁 は名詞 として機能 しているが、てれのαl

compre llma coca― cola pra rrLIn?"で は間投詞に転用されてお り、この用例

の Oπωαをは間投詞に分類 した。また、本調査で確認された名詞と形容詞

はアンケートに単語のみで記入されたものが多いことから、実際使用され

る際には他の要素と構成して文を作るよりも、間投詞のように単独で用い

られることが推測され、間投詞の割合は本稿の分析よりも高くなる可能性

がある。

19)Ele esti gαπbαιθαηαO。 「彼はがんばっている。」

Eugα%bαιづθり。「私はがん|ゴ った。」

20)資湖αり,ηθじ。「ただいま。」

21)屁πθιθり。「決めた。」

また、19)の用例を除いて多くの借用動詞は1人称単数の (点)過去形

のみで使用されており、動詞として認識されているのではなく、むしろ特

定の人称時制での使用が間投詞として機能しているのではないか。単純語

として観察 された動詞 には、gαπbαι(ι )θ ,比陽んθをηαり,知 sんじじ,ιαbθ%,

ιむαο,お%たαttια,"αんαι(ι )α,"αんα知魔αり,か して、どいて、ねなさい、

があるが、上記の語形以外の人称または時制での使用は確認されておらず、

これらも間投詞として転用されている可能性が高い。

(2)名詞

イナトミ (2005)の在日ブラジル人の日本語借用語使用に関する調査結

果では、間投詞が全体の39%を 占め、名詞の22%を 上回つているの。久山
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(2000)に おいても、感動詞の借用割合は19.7%と 二番目に高く注目され

ているが10、 名詞の借用発生割合は68.2%と 極めて高く、本調査の23.7%

やイナトミ (2005)の 結果と比べるとその借用度は低いものである。これ

は、久山 (2000)の データ量が他の研究よりも多いことや、それぞれの研

究の対象者の属性の違いによるものであると考える。言語接触の期間の長

さやブラジル社会への同化の程度などの影響により、日系一世たちはブラ

ジル文化の内容をより深 く理解できるようになり、日本語では表現できな

い事象と接する機会が増え、結果として名詞を借用する割合が高 くなった

と推測される。ワインライヒ (1976:76)も 、名詞の借用語が非常に優勢

である理由として、文法上 。構造上の性質よりも、その語があるかないか

という辞書的性質とその語の意味上の性質によるのであると述べている。

(3)形容詞

名詞と間投詞に続いて割合の高い形容詞は、すべて繋辞動詞の文 (主語

+繋辞動詞+主格補語)の主格補語として用いられているが、これも名詞

を修飾し名詞句を作る構造 (名 詞+形容詞)と 比較し、形容詞の独立語と

しての性質が強いからであると理解できる。また、日本語との語順の違い

「形容詞+名詞」が名詞句としての借用を妨げている可能性もある。

22)Esse bebezinllo 6 1nlllto加 閣αづり。「その赤ちゃんはとても可愛い。」

23)Hqe estou ts∞ asんづ。「今日、私は忙しい。」

24)Que?1鏃ン%ε
“
んづfazer isso!「 そんなことするなんて恥ずかしい !」

イナトミ (2005)で紹介されている借用形容詞の用例も繋辞動詞の文と

感嘆文においての使用のみである。

Escrever 漢字ё muito 難しい。「漢字を書くことはとても難しい。」

Esta doce esta 美味しい。「このデザートは美味しい。」

Que lugar凄 い !「 なんて凄い所なんだ !」 。



表 4 借用語の使用度と容認度

(借用動詞 )

不定詞 使用度 容認度 不定詞 使用度 容認度

wakatar 32.4% 54.3% kimetar 9.8% 30.4%

gambatiarな ど 27.5% 51.0% hantariar 9.7% 30。 1%

tsukaretar 19.5% 39.8% kensar 8.7% 28.20/0

dorobar ll.8% 32.4% tadaimar 7.8% 26.20/0

(借用名詞)

名詞 使用度 容認度 名詞 使用度 容認度

bakaainhn 91.0% 96.0% %`んOηθ%θs 25.7% 39.6%

pa,txrlque'iro 45.6% 58.30/O tambozal 18.0% 33.00/o

厖b壷ソtηれo/a 40.6% 63.40/O i,nakaadn 9。 1% 24.20/0

在日ブラジル人若年層の使用する日本語における形態的統合

2 借用語の容認度

ポラック、サンコフ、ミラー (Poplack,Sankoff alld Mi■ er 1988)は 、借

用語使用を分析する上で、借用パターンを“nOnce borro―g"(コ ーパス

で一度だけ生起 した語彙借用)と “estabhshed borrowlng"(借用語として

確立した語彙借用)の 2タ イプに区別し、社会レベルで語彙が普及する最

も一般的な過程において使用頻度が大きく関わつていると述べている11)。

本調査で確認された借用語のほとんどが nonce borro―gに分類されるも

のであり、estabhshed borromngに 至るメカニズムを考察するためには、

各語彙の使用頻度と容認度を考慮する必要がある。そのため、アンケー ト

で確認された語彙をリス トアップし、後日生徒に使用頻度についてのアン

ケートを実施した。その内容は、a。 使わない、b.よ く使う、c.時々使う、

d.使わないが聞いたことがある、から選択するものである。表 4に、形

態的統合が確認された借用語の使用度と容認度を示す。ここで使用する使

用度とは上記の bと cの合計割合であり、容認度は b・ c・ dの合計割合
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を表す。

形態的統合が認められた借用語の使用度と容認度は、単純語のうち使用

度と容認度が50%を 示した割合がそれぞれ75%と 95%であることと対照的

に、ともに極めて低いものである。言語構造上の差異の大きい言語間にお

いて、形態的統合の生じた借用語を用いることは単純語の使用と比べ抵抗

感が強い、つまりestabhshed borro―gと して確立する可能性が低いこと

が数値をもって立証された。もうひとつ注目する点として、縮小辞の添加

が認められた語彙の使用度・容認度がともに他の形態的統合が生じた語彙

と比較し高いことが挙げられる。先に述べたように、移住による言語接触

の状況下において愛称や軽蔑表現に用いられる形態素の転移は珍 しいこと

ではなく、本調査のブラジル人生徒の言語使用において特定の語彙に縮小

辞を添加し借用語として使用する傾向を客観的に確認できた。

借用語としての定着度に関して、河野 (2000)は 複数標識―sの添加を

高い定着度の基準としている。当調査では、25)の借用語の数が一致して

いない例と26)の性が一致している例が確認されたが、両者ともその容認

度は低いという結果が出ている。

25)Ele colocou os zapatos ハンタリアド.

「彼は靴を左右反対に履いた。」

26)H● e eu tO(=eStOu)お %んαttιααα。「今日、私は疲れている。」

このような性数の一致・不一致は借用語の定着度以外にも、書き言葉と

話し言葉の違い、形容詞が修飾する対象が自然性を持つか否か、生徒のポ

ル トガル語能力そしてブラジルにおけるポル トガル語使用の状況②など、

多 くの要因が影響していることを考慮する必要がある。

Ⅳ 借用の生起要因

日本語の使用を決定付ける要因を言語的必要性と、社会的 。文化的状況

の 2つの観点から考察する。形態的統合が認められた語彙数が少ないため

単純語も扱い、借用の生起過程の解明を試みる。
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1 言語内的要因

(1)形態的類似性

ワインライヒ (1976:67)は 借用語の形態的統合が促進される要因とし

て、言語構造の類似性 と話者が直感的に似た語彙であると感 じる認識を挙

げている。言語構造上の差異が大 きい両言語において、日本語借用語を違

和感なく用いるため、活用語尾―arゃ接尾辞を付加 しポル トガル語に似せ

ていると理解できる。もちろん、日本語にはない文法機能を補修 し利便性

を追及するという意図もあるが、それだけでは説明しきれない用例が観察

されている。例えば、ιs%んα
“
ιααo/aは tsukaretar「 疲れた」の過去分詞

であるが、これはポルトガル語の「疲れている」を意味するcansar「疲

れさせる」の過去分詞σαttαα6れ に語形を似せたものであり、意味とし

ては不適当な形態に活用させて用いている。んαηιαπαανれもhantariar

「反対にする」の過去分詞であり、「反対の」を意味するポルトガル語の

形容詞 contrttio/aの 影響よりも、ポルトガル語の過去分詞がもつ形容詞

的用法の影響を受けている。また、ιαπb“αιの一alの ような不必要な接

尾辞の付加も、意味の強化以外にポルトガル語と形態的に似せるために生

じたと理解できる。

(2)文化的要因

ポルトガル語では適切に表現ができない日本の文化的用語の使用が多く

確認された。ブラジルにも存在する物事の意味領域のずれを表現するため

には、異文化で使用されている名称をそのまま借用するほうが新たに命名

するよりも手間がかからないという理由は容易に理解できる。借用動詞の

gambatear「がんばる」とtadaimar「 ただいま (家 に到着する)」 はこれ

対応するポルトガル語 forcar seと chegarで は行為の意味を十分に表現で

きない。借用名詞のραιれ9彿θづ
"は

ブラジルにはない「パチンコ」とい

う娯楽の名称をそのまま借用し、ポルトガル語の「行為者」を表す接尾辞

を添加し混種語を形成している。
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2 言語外的要因

(1)社会的要因

まず、形態的統合が生起する要因として話者の年齢因子について考察す

る。言語的類似性の低い両言語間では誤用により形態的統合が生起するこ

とは考えがたい。言語構造の異なる語彙を意図して統合するという行為は、

言語接触の初期段階で観察される「異なる言語を混合することば遊び」と

同質なものと理解する。アンケー トでの借用に関する意識調査では、「楽

しい、遊び」と回答 した生徒が12人 と最も多く、このことから彼らの借用

語の使用要因として遊び感覚が大きな役割を果たしていると考えられる。

筆者が成人に対して同一のアンケー トを行った際に、形態的統合が行われ

た混種語はθα%bαιθこの 1例 を除き確認されず、意識調査においても「楽

しい」 (2人 )よ りも「便利」 (5人 )の回答が多かった事実から話者の年

齢と借用の関係は無視できないものである。また、筆者が生徒との談話で

得たエピソードとして、バイリンガルの生徒が日本の公立小学校に通つて

いたときに、在日ブラジル人の友人間のみで通じる日本語とポル トガル語

の混種語を創作 していた話がある。その例 として、αιθ鶴留ιαoαO「当て

られた」とsαbοttποs「さぼる」を紹介してくれた。ポラック、サンコ

フ、ミラー (Poplack,Sanko∬ and Miller 1988)で は、語彙革新は若年層に

よって盛んに行われ、彼らを経由して、隣接するグループにある程度普及

し、ついに中年層に定着するという借用の形成過程を紹介している。つま

り、ブラジル人生徒による個人的創作が、彼らの周囲にいる日本人とのつ

ながりを持っていない成人に影響を与え、結果として借用語として定着す

る可能性は大きい。

次に、EASの生徒たちの社会的ネットワークを取り上げる。生徒たち

が個人として形成するネットワークは、彼らの言語行動パターンやコミュ

ニテイの言語規範の成立と関係しているため、彼らが日常的にどこで、誰

と、どのようなインターアクションを行うかを調べることにより、日本語

借用が生起する過程が見えてくる。ナカミズ (1996)は 、この「社会的
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ネットワーク」を用い、人間関係の強度基準を「頻度」と「親密度」に定

めて在日ブラジル人労働者の日本語借用を分析している。そして、借用語

を使用する場を「職場内」と「職場外」に分け、ブラジル人労働者は日本

人と接する「頻度」の高い「職場内」で日本語を習得し、「親密度」の高

いブラジル人同士の「職場外」で日本語を借用すると彼らの言語使用を特

徴づけている。本調査の借用語を使用する「場」についてのアンケート結

果は、「学校」46人、「家庭」35人、「職場」28人であり、その他の回答は、

「外出時 (買 い物、通院など)」 7人、「教会」 4人、「通信手段 (電話、

インターネット)」 2人、「娯楽 (映画、ゲーム)」 2人であった。そして、

使用する相手に関しては、「ブラジル人の友人」81人、「家族・親戚」36人

であり、「日本人の友人」と回答した生徒は1人 もいなかった。アンケー

ト結果から、日本語を習得する場としてバラエテイに富んだ日本語と接す

る「頻度」の高い「職場」が唯一挙げられるが、職場がブラジル人を対象

にした飲食店であることが多いため日本人との接触は少ない。また、過去

に公式機関で日本語を学習した経験者がわずかであることから、生徒たち

は「学校」 。「家庭」 。「職場」でブラジル人バイリンガルから日本語を

習得してきたと考えられる。特に形態的に統合した借用語を創造するうえ

で両言語の知識をもつバイリンガルの果たす役割は大きく、この点を考慮

しても、モノリンガルのブラジル人生徒が用いる借用語はバイリンガルを

通 じてもたらされたと説明できる。つまり、ブラジル人生徒は言語コミュ

ニテイ内でブラジル人バイリンガルが使用する日本語の変種 と高い「頻

度」で接触 し、「親密度」の高いブラジル人同士、特に「学校」の「友

人」たちとその変種を用いるという言語行動パターンをとっている。その

結果として、「学校」と関係の深い語彙が言語コミュニテイの中で普及度

を高めコミュニテイの言語的規範が形成されている。このことから、借用

語を用いる「場」が借用語の定着を決定づける重要な因子であることが明

らかとなったが、言い換えれば、ブラジル人コミュニテイ内でも所属する

「場」が違えば借用語のカテゴリーも異なってくるという推論が成り立つ。
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成人に対 して行つた同一のアンケー トからもこの推論を肯定する結果が得

られた。成人たちの回答では、「職場」 と関連する用語や「家庭」で用い

ら れ る 語 彙 は 認 め ら れ た が (ο牝 賜 θ,sんな Oι6,α ttbα じιO,ιθク ,ναれ %,「咽 π
,

メンセ ツ)、 ブラジル人生徒が使用す る「学校」 と関係 のある語彙 は観察

さ オし な か っ た (sοαj/sο π/sοげグSο毎グリ,%じんοηgο ,gαんοο,んοづん彿銘 ,んο%,

たαbαη,物%たαづ)。

最後に、借用語が用いられ始めた時期についても考慮 しなければならな

い。借用名詞の多 くが文化的必要性により生起 していることから、これら

は来日後にポル トガル語に導入されたと言えよう。しかし、生徒の多くは

ブラジルの日系社会に属しており、来日前に日本語との接触が皆無であっ

たとは考えられない。筆者はプラジル在住中に、モノリンガルの日系二

世 。三世たちが日本語の呼称を頻繁に口にしているのを聞いており、これ

らの呼称が来日前もしくは後のどちらに借用され始めたかは本稿では断定

で きない。本調査 の結果 では呼称 として bαισんαη,αづισん
"″

磁ισんαη
,

Obαισんa/8,"協ια,υαιa/sんじが確認され、各借用語の容認度は 7割を超えて

いる。また、この借用が呼称や親族呼称にまで及ぶ現象は久山 (2000)の

日系一世のポル トガル語借用でも観察されており、外来語とは異なる移住

による言語接触の特徴として注目すべき点であると取 り上げられている。

しかし、本研究のブラジル人生徒は一般の移民とは異なる社会的背景を

もっており、彼らの来日前の言語使用を調査する必要がある。

(2)心理的要因

ワインライヒ (1976:167)は 、「多 くの借用語リス トに構造、文化的革

新などの要因で説明の付 くものを除いたあとにも、なお『情緒的借用』と

呼ばれる語が残る」と述べている。田中 (1992)で は、プラジル日系人に

よるポル トガル語借用の要因として、日系人社会の緊張度が増すにした

がって借用語に面白味や侮蔑といった意味が付加され、異文化接触により

生じる感情的ス トレスを解消 してきたと分析 している。当調査においても、



78     在日ブラジル人若年層の使用する日本語における形態的統合

ブラジル人生徒が直接接触の形で異文化に接することで生 じる緊張状態や

不安感を緩和する手段 として「情緒的借用」 を用いることが確認されてい

る。

27)VocO esta ο舵陥勿 οιじ。「君はお金持ちだね。」

27)は、ポル トガル語で “VocO esti nco."と 言えるが、あえて日本語 を

用い皮肉のニュアンスを込めて表現 している。他 にも、借用動詞の tsu―

karetar(お %んα%ιααo/a)や kensar(λ θ%sααo/a)がポル トガル語で同 じ

意味を表す calLSarと exarfmarが存在するにもかかわらず用いられる理由

は、面白みを込めて言うことにより日常生活や仕事から生じるストレスを

解消しているのである。縮小辞・増大辞の多用も、言語的必要性以外に特

別な伝達効果を加えるための一つの手段であると理解できる。そして、先

に述べた借用度において間接詞と形容詞の割合が高いのは共に情緒的カテ

ゴリーに分類される語彙を多く含んでおり、借用が話者の感情表現の重要

な手段として用いられていることの証拠である。

また、本調査では情緒的カテゴリーに属する語彙の否定的な意味合いを

緩和するために日本語を借用している用例が多く認められた。容認度が 7

割以下の借用語67例 のうち24例 が否定的な意味をもつ語彙である (αんο,

α07.obαγ,ヴj"α%,おOg“り,づιαり,んαηλθ%αり,んα
"α

じsO,れια%αじ,た昴αを,解%―

αOん%sαり,π22彿んαsんり,0%Oιαり,Osοり/οssοり,γα″%λαSんO γOηιο,sんじηθ,sんOθα―

παじ/sんο2ルgαηαり, ιαんαり, ιをb(2づ%んo包, おしたα

“

θιααめ , ιs%παη,Oαり, ttsο ,

"α
んαo幅じ)。 言語能力の乏しい生徒が容認度のそれほど高 くない借用語

をあえて用いる理由は、これらの語彙がもつ否定的なイメージを日本語で

表現することにより和らげて伝え、コミュニケーシヨンを円滑に進めるた

めである。つまり、借用使用がス トラテジーとして機能しているのである。

イナズミ (2005)は 、感謝の気持ちを表現する際に「ありがとう」を多

用する理由として、ポルトガル語の“obrigado/a"は「ありがとう」よりも

重く認識されていると記している。当調査ではαγヵαιοは容認度の高い借

用語ではあるが、日本語借用語をコミュニケーション・ストラテジーとし
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て意識的に用いている実例である。筆者もバイリンガルの生徒から、「言

いづらいことは日本語のほうが話しやすい」という意見を聞いている。

28)Voc0 6 b“ αづαり,知ηιO?!「あなたはバカですね。」

28)の bασαじα
"は

ポルトガル語のboboや bestaで置き換えることがで

きるが、その攻撃的な意味合いを和らげるために日本語を用い、文末に

つ党ιο「本当」を加えて付加疑問文にすることにより、その効果を一層高

めている。

そして重要な点は、この効果はいかなる「場」においても発揮できるも

のではないことである。社会的要因で述べたように、借用は話者が属する

言語コミュニティレベルで使用傾向が異なるため、情緒的借用の効果を期

待するならば共同体での言語的規範に従わなければならないのである。ポ

ラック (Poplack 1980)で は、言語能力の乏しい話者も感情表現の手段と

して用いることができるCSと して「象徴的 CS」 を紹介しており、この

CSの効果は言語コミュニテイの規範内で発揮されると述べている。また、

ポラック、サンコフ、 ミラー (Poplack,SIま offand Mmer 1988)で は、借

用の中でも、特にnonce borrowlngは コミュニテイ。モー ドでなければな

らないと記している。つまり、日本語知識をもたないブラジル人生徒は、

彼らが属する言語コミュニティの規範にそって日本語借用を行うことによ

り、自らの主観的印象を表すことができるのである。そして、容認度の低

い日本語ほどその言語的規範に従わなければ、真の言語表現を実現できな

い。

この言語コミュニテイの規範に従つた借用語の使用はモノリンガルに限

られたことではなく、ポラツク、サンコフ、ミラー (Poplack,Sankoff and

NIliller 1988)で 指摘されているように、高度なバイリンガルによる借用に

おいてもコミュニティ・モードは言語能力よりも優先される。その理由と

しては、先に述べたコミュニケーションを円滑に成立させるためであると

同時に、ブラジル人生徒同士の連帯感を維持 し自らのアイデンティティー

を表示するためである。
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V まとめ

在 日ブラジル人生徒が使用する日本語借用語のポル トガル語への形態的

統合における変異パターンを分析 し、その生起理由について考察 した。ま

ず、形態的に統合が生 じるパターンを品詞別にまとめる。

・名詞に関しては、ポル トガル語の接尾辞が添加された用例は観察さ

れたが、接頭辞の付加は確認されていない。文法上の性決定の基準

には一貫性が認められ、無標の性である男性形と判別されるが、女

性形の接尾辞と統合が生じた場合は女性形として用いられる。

・動詞構造は「語幹十語尾」で形成されており、語幹には使用頻度の

高い日本語の語形がはめ込まれ、ポル トガル語の無標の活用語尾で

ある一arと 形態的に統合している。

・形容詞と副詞は、形態的に統合されにくい。

・統語的には、ポル トガル語の基本文型にはっきりと統合されている。

本調査の結果、借用語が形態的に統合する過程に作用 している構造的基

準は新語形成と一致する点が多いことが明らかとなった。異なる点として

は、縮小辞の多用、借用語カテゴリーが基本語彙にまで及ぶJ点 そして混種

語、翻訳借用、借用シフトが少ないことである。

では生起理由についてであるが、日本語にはない文法的機能を補うため

に形態的統合が生起した用例が少ないことから、両言語の言語的構造上の

違いよりも文化的・社会的・心理的環境が借用の選択に大きな影響を及ぼ

していることがわかった。特に注目する点は、借用がもつコミュニケー

ションを促進する機能とアイデンティティーを維持するための使用が明ら

かになったことである。前者は、「情緒的借用」を指 してお り、プラジル

人生徒は自らが属する言語コミュニテイの規範に従い日本語を借用するこ

とにより、自らの感情や態度を表し、人間関係を適切に維持 している。後

者は、言語能力に関係なくコミュニテイ 。モードで日本語を借用すること

を通して、他の生徒との連帯感を維持すると同時に自己を確立し、そして
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表現 している。本調査の借用語使用に関する意識調査では、生徒の 7割以

上が「特に何 も感 じない」、「便利」、「習慣」、「普通」 と答えてお り10、 彼

らが日本語語彙を借用する言語運用は今後 も継続されるものと考える。日

本語借用語の使用が在 日ブラジル人の日本語学習を妨げているという現実

がある一方で、ブラジル人としてのアイデンティティーを表示する手段 と

して豊かな言語生活の現れであるとも評価でき、一概に彼 らの借用語使用

を否定的に捉えることはできない。在 日ブラジル人の使用する日本語借用

語がデカセギ語 としてブラジルのコロニア語のようなアイデンティティー

の表示になりうるかどうかを見極め、また借用の分析を彼 らの日本語学習

の促進に役立てるためにも、本調査で明らかとなった課題への取 り組みと

彼 らの言語使用の継続的な調査が必要である。

言主

1)日 本語習得状況についてのアンケー トにおいて、a。 日本語に知識を持つて
いなかった b。 わずかな知識を持っていた c.十分な知識を持つていた
d.か なりの知識を持っていた、これら4つの回答枠を選択 した生徒数は以下
のとお りである。[来 日時]a.86人  b.32人 c.0人 d.1人 [現在]a。 23人

b。 51人  c。 33人 d.6人 (無回答者あり)。 日本語能力試験の級取得者数は、
2級 1人、3級 7人、4級 1人である。

2)来 日前の学習方法についての質問では、a.学校 b.家庭 c.仕事 d。 独学
の選択枠のうち、a。 25人 b.15人 c.4人 d。 1人 (無回答者あり、複数回答
可能)であった。現在、EAS以外での正式機関での学習者は4人である。

3)ポ ラック、サンコフ、ミラー (Poplack,SankOff and Miller 1988)は、単一

単語の CSの指標としてメタ言語的注釈 (単語が L2であるか気付いていた
か、即座の文脈でのいいよどみがあったか)を挙げている。

4)在 日ブラジル人若年層の使用する日本語借用語における音声的特徴に関し
ては、重松 (2006)を 参照。

5)サ ッ コ ー ニ (sacconi 2001)は 例 と して、bOquiabertO←boca+abertoと

suaviloquencia← suavettelo゛Onciaな どを挙げている。

6)んαttα%と 鶴づιαの使用度は、21.4%と 24.8%である。

7)柔術の試験会場 に来ていた成人19名 (男 性11名 、女性 8名 )の 回答 を得た。
8)借用語 λαωαじたαωαじりの容認度は81.8%、 使用度 は68.7%で ある。物協レ
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ん倣銑蕊は79.6%と 61.2%である。

9)イ ナトミ (2005)は 、「間投詞」のかわりに「感動詞」を用いているが、そ

の定義付けは本調査の「間投詞」と一致するものである。他の品詞の借用度

は以下のとおりである。形容詞28%、 動詞 7%、 その他 4%。

10)久山 (2000)の その他の品詞の借用発生割合は以下のとおりである。動詞

5.8%、 形容詞2.9%、 副詞3.4%。

11)使用頻度の他に、借用語の社会的同化には、histo五cal persistence(持 続

性)と degree Of phonologicalintegratiOn(音 韻的統合度)が影響すると述べ

ている。

12)ブ ラジルポルトガル語の状況として、性数の不一致のほかにも、代名詞の

不在や時制の不一致などが観察されている (参照、Roberts and Kato 1996)。

13)意識調査に関する回答は以下のとおりである。「特になし」54人、「楽しい、

遊 び」12名 、「便利 さ」 8人、「恥ず か しさ」 7人、「習慣」 2人、「優 越

感」 。「自慢」 。「普通」各 1人。
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